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【手続補正書】
【提出日】平成21年2月17日(2009.2.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　天然ゴム（ＮＲ）およびポリブタジエンゴム（ＢＲ）からなるゴム成分と、カーボンブ
ラックと、シリカと、シランカップリング剤と、ジエチレングリコールとを含有し、
　前記ゴム成分中の天然ゴムとポリブタジエンゴムとの量比（ＮＲ／ＢＲ）が、８０／２
０～２５／７５であり、
　前記カーボンブラックの含有量が、前記ゴム成分１００質量部に対して１５～３５質量
部であり、
　前記シリカの含有量が、前記ゴム成分１００質量部に対して５～２５質量部であり、
　前記シランカップリング剤の含有量が、前記ゴム成分１００質量部に対して０．５～３
質量部であり、
　前記ジエチレングリコールの含有量が、前記ゴム成分１００質量部に対して０．５～４
．５質量部である、コンベヤベルト用ゴム組成物。
【請求項２】
　更に、１，３－ビス（シトラコンイミドメチル）ベンゼン、および／または、ヘキサメ
チレン－１，６－ビス（チオサルフェート）二ナトリウム塩ニ水和物を含有する、請求項
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１に記載のコンベヤベルト用ゴム組成物。
【請求項３】
　前記１，３－ビス（シトラコンイミドメチル）ベンゼン、および／または、前記ヘキサ
メチレン－１，６－ビス（チオサルフェート）二ナトリウム塩ニ水和物の含有量が、前記
ゴム成分１００質量部に対して０．１～２質量部である、請求項２に記載のコンベヤベル
ト用ゴム組成物。
【請求項４】
　前記シリカの窒素吸着比表面積（Ｎ2ＳＡ）が、１００～２５０ｍ2／ｇである請求項１
～３のいずれかに記載のコンベヤベルト用ゴム組成物。
【請求項５】
　前記ポリブタジエンゴム（ＢＲ）が、末端変性ポリブタジエンゴムである請求項１～４
のいずれかに記載のコンベヤベルト用ゴム組成物。
【請求項６】
　２０℃の測定温度下で、１０％伸張させ、振幅±２％の振動を振動数１０Ｈｚで与えて
測定した損失係数ｔａｎδが０．０４～０．０７となり、
　下記式［１］に示すエネルギーロス指数（ΔＨ）が０．０８０以下となる、請求項１～
５のいずれかに記載のコンベヤベルト用ゴム組成物。
　　ΔＨ＝（ＳｐＧｒ×ｔａｎδ）／Ｍ25　　　　　［１］
　ここで、ＳｐＧｒは、２０℃での比重（ｇ／ｃｍ3 ）、ｔａｎδは、２０℃の測定温度
下で、１０％伸張させ、振幅±２％の振動を振動数１０Ｈｚで与えて測定した損失係数、
Ｍ25は、２５％伸び時における引張応力（ＭＰａ）である。
【請求項７】
　上面カバーゴム層、補強層および下面カバーゴム層からなるコンベヤベルトであって、
　前記下面カバーゴム層の少なくとも裏面表面が、請求項１～６のいずれかに記載のコン
ベヤベルト用ゴム組成物により形成される、コンベヤベルト。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　（６）２０℃の測定温度下で、１０％伸張させ、振幅±２％の振動を振動数１０Ｈｚで
与えて測定した損失係数ｔａｎδが０．０４～０．０７となり、
　下記式［１］に示すエネルギーロス指数（ΔＨ）が０．０８０以下となる、上記（１）
～（５）のいずれかに記載のコンベヤベルト用ゴム組成物。
　　ΔＨ＝（ＳｐＧｒ×ｔａｎδ）／Ｍ25　　　　　［１］
　ここで、ＳｐＧｒは、２０℃での比重（ｇ／ｃｍ3 ）、ｔａｎδは、２０℃の測定温度
下で、１０％伸張させ、振幅±２％の振動を振動数１０Ｈｚで与えて測定した損失係数、
Ｍ25は、２５％伸び時における引張応力（ＭＰａ）である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
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　（７）上面カバーゴム層、補強層および下面カバーゴム層からなるコンベヤベルトであ
って、
　上記下面カバーゴム層の少なくとも裏面表面が、上記（１）～（６）のいずれかに記載
のコンベヤベルト用ゴム組成物により形成される、コンベヤベルト。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
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